
・
昨
年
10
月
28
日
に
「
平
成
24
年
度
宇
都
宮

市
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」
を
市
長
あ
て

提
出
し
ま
し
た
。

・
こ
の
要
望
書
は
、
次
年
度
の
予
算
編
成
作

業
を
実
施
し
て
い
る
こ
の
時
期
に
、
会
派

の
政
策
実
現
の
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計

上
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
こ
の
予
算
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
会
派
と

し
て
の
重
要
な
議
会
活
動
で
あ
り
ま
す
。

・
私
た
ち
議
員
は
、
議
員
活
動
の
中
で
、
市

民
の
皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要
望

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、

市
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
、
議
員
の

使
命
で
あ
る
と
強
く
考
え
ま
す
。

・
こ
の
た
め
、
一
昨
年
提
出
し
た
要
望
事
項

の
検
証
を
徹
底
し
て
行
い
、
議
論
を
重
ね
、

議
員
総
意
の
も
と
要
望
書
と
し
て
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

・
こ
の
な
か
で
、
特
に
、
実
施
を
最
優
先
と

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
重
点
要
望
事
項

と
し
て
７
項
目
選
定
し
ま
し
た
。

・
さ
ら
に
、
従
来
か
ら
継
続
し
て
い
る
事
項

に
つ
い
て
は
、
継
続
要
望
事
項
と
し
て
25

項
目
、
ま
た
、
新
規
に
つ
い
て
は
、
新
規

要
望
事
項
と
し
て
20
項
目
を
選
定
し
ま
し

た
。

・
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
、
よ
り
大
き
な

幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
が
、
政
治
の
大
き
な
役
割
で
あ
り
ま
す
。

・
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
会
派
一
丸
と

な
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・
ま
た
、
12
月
議
会
一
般
質
問
で
は
、
関
連

し
た
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
（
２
ペ
ー
ジ
に
予
算
化
要
望
の
内
容
）

中山会長を筆頭に会派役員が佐藤市長に要望書を提出＝市長応接室で中山会長を筆頭に会派役員が佐藤市長に要望書を提出＝市長応接室で



　
―
本
年
12
月
の
県
議
会
で
、
知

事
が
「
高
等
特
別
支
援
学
校
の
整

備
予
定
地
を
宇
工
跡
地
が
最
も
適

地
で
あ
り
、
一
条
中
と
の
隣
接
設

置
に
向
け
て
宇
都
宮
市
と
協
議
を

進
め
る
」
旨
の
答
弁
を
行
っ
た
。
県

の
答
弁
に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
時
期
で
の
開
校
を
目

指
す
の
か
。

佐
藤
市
長
　
高
等
特
別
支
援
学
校

と
一
条
中
と
の
併
設
は
多
く
の
教

育
効
果
が
期
待
で
き
る
。
今
後
、

県
と
早
急
に
協
議
・
調
整
を
行
っ

て
い
く
。
開
校
時
期
に
つ
い
て
は
、

県
と
の
協
議
・
調
整
を
踏
ま
え
、

早
期
開
校
を
目
指
す
。

　
―
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創

設
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

佐
藤
市
長
　
安
全
・
安
心
で
環
境

に
や
さ
し
い
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ

ク
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
り
、
住
宅
改
修
制
度
の

創
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

②
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

助
成
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

③
中
央
卸
売
市
場
に
つ
い
て

④
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

⑤
被
災
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て

⑥
農
林
公
園
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

の
道
の
駅
登
録
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
被
災
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

復
旧
状
況
及
び
学
校
に
お
け

る
今
後
の
震
災
対
策
に
つ
い

て
②
学
校
に
お
け
る
今
後
の
放
射

線
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

③
本
市
小
中
一
貫
教
育
と
地
域

学
校
園
に
つ
い
て

【
重
点
要
望
事
項
】

◎
各
種
財
政
指
標
と
各
種
基
金
の

目
標
値
維
持
の
た
め
の
取
り
組

み
の
強
化

【
継
続
要
望
事
項
】

①
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き

る
専
門
性
の
高
い
職
員
の
採
用
・

育
成
と
適
正
配
置

②
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
に
よ
る
効
果
的
な
公
共
施
設

管
理
の
取
り
組
み

【
新
規
要
望
事
項
】

①
繰
り
越
し
や
不
用
額
を
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
な
予
算
の
編
成
と

執
行

②
外
郭
団
体
な
ら
で
は
の
積
極
的

な
事
業
へ
の
取
り
組
み

③
公
共
事
業
関
係
の
組
織
見
直
し

④
自
転
車
の
ま
ち
を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
の
自
転
車
課

の
設
置

【
重
点
要
望
事
項
】

◎
駅
東
の
公
共
交
通
の
充
実

【
継
続
要
望
事
項
】

①
駅
東
口
整
備
の
早
期
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
の
強
化

②
宇
都
宮
工
業
高
校
跡
地
の
有
効

活
用
に
向
け
て
の
県
と
の
協
議
・

調
整

③
市
内
県
有
施
設
（
美
術
館
・
体

育
館
・
図
書
館
等
）
と
市
有
施

設
と
の
あ
り
方
検
討

④
Ｊ
Ｒ
岡
本
駅
の
早
期
橋
上
化
と

周
辺
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
早
期
着

手
⑤
地
域
内
公
共
交
通
の
更
な
る
充

実
⑥
「
宇
都
宮
市
自
転
車
の
ま
ち
推

進
計
画
」
の
推
進

⑦
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
ヘ
の
支

援
と
チ
ー
ム
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
強
化
促
進

⑧
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
よ
り
一

層
の
推
進

【
新
規
要
望
事
項
】

①
今
後
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
計
画
的
な
拠
点
整
備
と
振

興
策
の
充
実

②
老
朽
橋
の
計
画
的
な
長
寿
命
化

工
事
の
実
施
と
架
け
替
え
工
事

の
実
施

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

検
討

④
水
害
対
策
等
様
々
な
効
果
が
期

待
で
き
る
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
と

浸
透
桝
設
置
の
全
庁
的
な
取
り

組
み
の
促
進

【
重
点
要
望
事
項
】

◎
市
北
西
部
の
振
興

【
継
続
要
望
事
項
】

①
自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
の
積

極
的
な
取
り
組
み

【
新
規
要
望
事
項
】

①
防
犯
灯
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
の
採

用
の
検
討

②
自
主
防
災
組
織
や
地
域
防
災
拠

点
、
消
防
な
ど
地
域
防
災
力
の

強
化

【
重
点
要
望
事
項
】

◎
太
陽
光
発
電
の
取
り
組
み
強
化

【
継
続
要
望
事
項
】

①
ご
み
分
別
の
更
な
る
徹
底
と
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
と
活
用
の
強

化
、
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
推

進
②
ご
み
焼
却
灰
や
ス
ラ
グ
の
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
新
技
術
の
研
究
と

販
売
促
進

【
新
規
要
望
事
項
】

①
再
生
可
能
工
ネ
ル
ギ
ー
の
部
局

を
横
断
し
た
積
極
的
な
活
用

②
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
積
極
的
な
導
入

【
重
点
要
望
事
項
】

◎
農
業
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み

【
継
続
要
望
事
項
】

①
企
業
誘
致
、
新
規
起
業
者
支
援
、

産
学
官
連
携
な
ど
の
企
業
へ
の

積
極
的
支
援

②
中
央
卸
売
市
場
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
検
討

③
各
種
観
光
資
源
や
地
元
特
産
品

を
活
か
し
た
都
市
型
観
光
と
農

商
工
連
携
の
推
進

【
新
規
要
望
事
項
】

①
市
内
各
イ
ベ
ン
ト
の
選
択
と
効

果
的
な
開
催
方
法
の
検
討

②
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
等
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

森
林
公
園
周
辺
の
総
合
的
な
整

備
③
釜
川
二
重
構
造
整
備
20
周
年
記

念
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

【
重
点
要
望
事
項
】

◎
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
制
度
の
充
実

【
継
続
要
望
事
項
】

①
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み

②
高
齢
者
入
所
・
通
所
介
護
施
設

へ
の
支
援
の
充
実

③
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
（
授
産

施
設
支
援
、
社
会
的
自
立
支
援
、

日
中
一
時
支
援
、
入
所
・
通
所

施
設
の
整
備
、
発
達
支
援
児
保

育
の
充
実
）

④
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
の
た

め
の
施
設
の
増
設
及
び
保
育
所

運
営
・
保
育
士
へ
の
待
遇
改
善

【
新
規
要
望
事
項
】

①
認
定
こ
ど
も
園
と
既
存
保
育
所

の
運
営
方
法
や
保
育
方
法
、
保

護
者
負
担
な
ど
に
つ
い
て
、
な

る
べ
く
差
異
が
生
じ
な
い
よ
う

調
整
を
図
る
こ
と

②
生
活
保
護
費
の
適
正
支
給
と
生

活
保
護
受
給
者
の
就
労
支
援
の

強
化

【
重
点
要
望
事
項
】

◎
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
小
中
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
復
旧
と
今
後
の
災
害
時
対
応

の
強
化
及
び
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
線

対
策
の
取
り
組
み

【
継
続
要
望
事
項
】

①
小
中
学
校
通
学
区
域
の
見
直
し

等
、
少
子
化
に
よ
る
諸
問
題
解
消

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み

②
危
険
な
通
学
路
や
歩
行
ス
ペ
ー

ス
の
な
い
道
路
に
お
け
る
歩
道

の
早
期
整
備

③
小
中
学
校
２
学
期
制
の
検
証
と

土
曜
日
授
業
に
向
け
て
の
積
極

的
な
取
り
組
み

④
健
康
増
進
の
た
め
の
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
充
実

【
新
規
要
望
事
項
】

①
蒲
生
君
平
の
顕
彰
と
教
育
へ
の

取
り
組
み

②
小
中
一
貫
教
育
と
地
域
学
校
園

の
全
市
一
斉
の
円
滑
な
実
施（
人

的
体
制
の
整
備
な
ど
）

③
宮
っ
子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
早
期

全
校
設
置
と
子
ど
も
の
家
等
の

開
設
時
間
延
長
な
ど
の
事
業
の

充
実

＝
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

※

※ファシリティマネジメント：経営の視点から、建物や設備等の保有・運用・維持などを最適化（コスト最小、効果最大）するための総合的な管理手法



　
―
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
を
国
内
に

留
ま
ら
ず
海
外
へ
の
発
信
が
課
題

と
考
え
る
が
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
は
、
街
な

か
の
活
気
を
取
り
戻
す
上
で
、
さ

ら
に
充
実
し
た
も
の
に
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

佐
藤
市
長
　
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
の

映
像
の
開
催
国
や
国
際
線
の
飛
行

機
内
で
の
放
映
を
検
討
す
る
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て

は
、
集
客
効
果
の
高
い
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
次
回
開
催
に
向
け
、
さ
ら
に

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
―
市
民
参
画
型
の
釜
川
改
修
20

周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
て
は
。

ま
た
、
釜
川
に
お
け
る
自
転
車
の

ハ
ブ
ダ
イ
ナ
モ
を
利
用
し
た
小
水

力
発
電
実
験
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
来
年
度
、
釜
川
改
修

20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と
な

り
記
念
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
念

事
業
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
。
発
電
実
験
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
本
市
の
産
業
振
興
と
就
労
支

援
策
に
つ
い
て
（
バ
ン
バ
再

開
発
な
ど
）

②
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
つ
い
て

③
防
犯
灯
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て

④
市
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育

成
に
つ
い
て

⑤
南
図
書
館
の
現
況
に
つ
い
て

⑥
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
―
他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え

た
本
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

福
田
市
民
生
活
部
長
　
空
き
家
対

策
の
条
例
を
制
定
し
た
所
沢
市
で

は
、
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
聞
く
。

条
例
制
定
の
効
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
空
き
家
の
利
活
用
も
含
め
た

本
市
に
適
し
た
対
策
を
検
討
す
る
。

　
―
来
年
２
月
支
給
の
子
ど
も
手

当
か
ら
の
保
育
所
保
育
料
の
徴
収

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
子
ど
も

手
当
支
給
に
伴
う
学
校
給
食
費
徴

収
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

岡
本
子
ど
も
部
長
　
保
護
者
の
同

意
な
く
保
育
料
を
徴
収
で
き
る
特

別
徴
収
は
、
本
市
の
場
合
２
月
分

の
み
に
限
定
さ
れ
る
。
保
護
者
の

申
し
出
に
よ
る
徴
収
は
、
滞
納
し

て
い
る
保
育
料
や
学
校
給
食
費
に

充
当
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
手
法
に
よ
る
徴
収

の
実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
地
方
自
治
法
の
抜
本
見
直
し

に
つ
い
て

②
行
政
評
価
に
つ
い
て

③
公
共
事
業
に
よ
る
公
共
投
資

の
積
極
的
な
展
開
に
つ
い
て

④
駅
東
の
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

◆
農
業
を
元
気
に
す
る
取
組
に
つ
い
て

◆
旧
斎
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

◆
篠
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
販
売
状
況

と
今
後
の
販
売
促
進
策
に
つ
い
て

◆
生
活
保
護
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
蒲
生
君
平
の
顕
彰
と
教
育
へ

の
取
組
に
つ
い
て

②
子
ど
も
た
ち
の
安
全
へ
の
取

組
に
つ
い
て

　市民の方から本紙をはじめとす

る当会の活動等に関する数多くの

ご意見・ご要望等が寄せられてい

ます。下記にその一部をご紹介し

ます。

・ジャパンカップのクリテリウム

では、多くの方に観てもらえる

よう観覧席をつくってもらいた

　い。

・昭和25年頃からの狭い道路が一

向に改善されず、困っている。

・放射性物質の測定は、県民、市

民の安全・安心に立って、きめ

細かく実施してほしい。また、

子どもの規制値はどうなってい

るのか。

・たばこ税の値上げは、年金暮ら

しの人間にはキツイ。風評被害

への対応もきちんとやってほし

い。

・生活保護費はばらまきになって

いないか。きちんとチェックで

きているのか。

・「夢・うつのみや」Vol.12に掲

載された総合スポーツクラブの

反響の大きさに、感謝いたしま

す。当日８件の問い合わせがあ

り、本日（10月５日）までに９

名の新規申し込みがありました。

　

この他にも、国政への不満、市の

行政への不満などが多数寄せられ

ました。

　今後とも、多くのご意見・ご要

望をお寄せください。

　自由民主党議員会では、テレビプロデューサーの疋田智氏

を講師に迎え、市議会議員協議室で自転車のまちづくりにつ

いての研修会を開催しました。

　疋田氏は自転車に関する著述活動で知られ、自転車に関す

る催しや交通施策などについての話を伺うことができました。

　自由民主党議員会では、昨年９月21・22日に本市を直撃し

た台風15号による被害状況の現地調査を行いました。

　道路の一部や水田の法面の崩壊、土砂の堆積などの被害が

確認されたため、地域住民の生活道路であることから、仮復

旧を急ぐよう、市の担当職員と話し合いました。

※ハブダイナモ：自転車や自動車などの車輪の中心部に取り付けられた直流発電機

※

ひきた



●宇都宮市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正

＝人事院勧告及び栃木県人事委員会勧告等を踏まえ、一般職

の職員等の給与等を引き下げるための条例改正。

　開会日（平成23年11月30日）に可決。

●平成23年度一般会計及び特別会計の補正予算

●使用料の額の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

●宇都宮市暴力団排除条例の制定　　　　　　　　　　　　など

＝閉会日（平成23年12月20日）に可決。

●環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）参加断固阻止に関する陳情

＝環境経済常任委員会での審査をうけ、本会議で継続審査。

●学校給食の食材の放射線量測定に関する陳情

＝文教消防水道常任委員会での審査をうけ、本会議で採択。

●大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情

＝厚生常任委員会の審査をうけ、本会議で継続審査。

●地方消費者行政充実のための国による支援に関する陳情

＝厚生常任委員会の審査をうけ、本会議で採択となり、議員

案第17号として取りまとめ、意見書を国に提出。

●取調べの可視化（取調べの全過程の録画）の速やかな実現を

推進する意見書採択を求める陳情

＝総務常任委員会の審査をうけ、本会議で継続審査。

●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申について

＝本会議で可決され、市長に答申。

●国民生活の安心と向上を図る各種基金事業の継続・拡充を求め

る意見書

＝本会議で可決され、意見書を国に提出。

●災害対策調査特別委員会が中間報告書を提出

＝今後の災害発生時に円滑で効果的な対応をとるため、地域

防災計画の見直しを行うに当たり、情報伝達体制の充実・

強化、避難場所・避難所や備蓄に関する体制の充実、地域

防災力の強化の３点について、委員会の提言をまとめ、昨

年11月15日、渡辺道仁委員長が市長に中間報告書を提出。

　わが会派議員が、12月議会一般質問で取りあげた予算化要望関

連の事項のうち、重点要望事項に関する質問事項と答弁内容（概

要）を掲載いたします。

◆重度心身障がい者医療費助成制度の充実

―佐藤市長　「現物給付方式」を導入しても、現在の「償還払

い方式」による補助額相当分を交付していただけるよう粘

り強く働きかけ、「現物給付方式」の導入に積極的に取り

組んでいく。

◆東日本大震災により被災した小中学校・スポーツ施設の復旧と

今後の災害対応の強化及び福島第一原子力発電所の事故による

放射線対策の取り組み

―伊藤教育長　一刻も早い復旧に向け全力で取り組んでいく。

また、学校が子どもたちにとってより安全な活動の場とな

り、保護者が安心できるよう、防災機能の強化を図ってい

く。放射線対策については、より多くの情報を提供するこ

とにより、子どもや保護者の不安解消に努めるとともに、

調理済給食の１食分検査の導入にも取り組んでいく。

◆駅東の公共交通の充実

―佐藤市長　さまざまな交通手段を効率よく結びつける基幹公

共交通を要とした公共交通ネットワークの構築に向け全力

で取り組んでいく。

◆農業を元気にする取り組み

―佐藤市長　現在、ＪＡうつのみやが「大型農産物直売所」の

設置に向け、場所の選定を進めているところであり、市と

しては「本市の農業を元気にする」拠点となるようともに

取り組んでいく。また、「田んぼアート」についても、新

たな地域活性化策の一つとして働きかけていく。

◆各種財政指標と各種基金の目標値維持のための取り組みの強化

―佐藤市長　収納対策の強化や公有財産の未利用地の処分など

に努める一方、行政資源配分の最適化を図りながら、各種

財政指標、市債や基金残高の目標達成に向け、取り組んで

いく。　


